
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の

―

た
は
ら
暮
ら
し
を
レ
ポ
ー
ト―

中釜 明彦

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

ねっ
ち
ゃ
ん
の
防
災
知
恵
袋

▼「
津
波
防
災
の
日
」と「
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
」

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　

た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

地
域
協
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入

選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
他
の
入
選
作
品
は
市
Ｈ
Ｐ
で

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

　
地
域
協
議
会
事
務
局（
環
境
政
策
課
内
）

　
☎
23‐７
４
０
１

　

こ
の
梧
陵
の

と
っ
た
行
動

が
、「
稲
む
ら
の

火
」と
い
う
物

語
の
基
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会

　
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
濱
口
梧
陵
の

よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が「
自
主

防
災
会
」で
す
。
各
地
域
の
自
治
会
長
や

住
民
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練

　
11
月
３
日（
日
）に
各
地
域
で
、
自
主

防
災
会
が
行
う
一
斉
防
災
訓
練
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。大
き
な
災
害
に
備
え
、

自
分
や
家
族
、
地

域
の
み
ん
な
を
守

り
、
協
力
し
合
う

た
め
、
訓
練
に
参

加
し
、
交
流
を
深

め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

　
こ
ん
に
ち
は
、
ね
っ
ち
ゃ
ん
で
す
。

11
月
５
日
は
、「
津
波
防
災
の
日
」で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
震
・
津
波
へ
の
備
え

を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
防
災
の
日
と
は

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
津
波
対

策
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
平

成
23
年
６
月
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
11
月
５
日
？

　
安
政
元
年（
１
８
５
４
年
）11
月
５
日

に
発
生
し
た
安
政
南
海
地
震
の「
稲
む

ら
の
火
」の
逸
話
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　
安
政
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
が
紀
州

藩
広
村（
現
・
和
歌
山
県
）を
襲
っ
た
時

に
、
濱は

ま
ぐ
ち口
梧ご
り
ょ
う陵
と
い
う
人
物
が
村
人
を

安
全
な
場
所
に
誘
導
し
、
多
く
の
命
を

救
い
ま
し
た
。

　
梧
陵
は
、
津
波
が
迫
る
中
、
村
人
に

避
難
を
呼
び
掛
け
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が

暗
闇
で
方
向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、

稲
む
ら（
米
収
穫
後
の
稲
わ
ら
を
積
み
重

ね
た
も
の
）に
火
を
つ
け
、
松た

い
明ま
つ
を
持
っ

て
安
全
な
場
所
へ
と
誘
導
し
ま
し
た
。

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

河
邉
凪な

る流
さ
ん（
神
戸
小
６
年
）

▲市HP

田中瑛
えいと
斗さん（亀山小2年）

【小学校低学年の部】

藤城誉
たかみ
海さん（田原中2年）

【中学校の部】 ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
！

▲松明を持って走る梧陵の銅像
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